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これまでの経緯①
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 2025年に向け、在宅医療の需要は、「高齢化の進展」や「地域医療構想による病床の機能分化・連携」
に伴い、大きく増加することが見込まれている。

 第７次神奈川県保健医療計画及び第７期かながわ高齢者保健福祉計画では、県と市町村が連携・協議し、
増大する需要に対応する在宅医療・介護サービスを確保するため、両計画に段階的な目標・サービス見
込量を設定している。



これまでの経緯②
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 特に国の政策誘導（病床の機能分化・連携）に伴い生じる「介護施設・在宅医
療などの追加的需要」に対する受け皿については、療養病床から介護施設への
転換意向調査の結果や、既存の統計データ等を活用しながら、県と市町村等の
協議の場における協議を経て、在宅医療・介護サービスの整備目標に反映した。

 今回「第７次神奈川県保健医療計画」の中間見直し及び「第８期かながわ高齢
者保健福祉計画」の策定に合わせ、前回同様、この追加的需要に対応する在宅
医療・介護サービスの按分について改めて調整するとともに、それぞれの整備
目標を検討する必要がある。

 「神奈川県保健医療計画」並びに「かながわ高齢者保健福祉計画」及び市町村
の「介護保険事業計画」はそれぞれの計画の整合性を確保する必要があること
から、第２回地域医療構想調整会議（地区保健医療福祉推進会議）を協議の場
と位置付け、追加的需要についての調整・検討を行った。



（参考）追加的需要に対する医療計画、介護保険事業計画における目標・
見込み量のイメージ
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医療資源投入量が少
ないなど、一般病床・
療養病床以外でも対
応可能な患者として国
が機械的に推計した
患者数

②＋③
在宅医療等対応可能数



今回協議いただく事項

 在宅医療対応可能数（前頁②＋③）について按分調整により、介護施設で対応す
る部分と在宅医療で対応する部分を決定する必要がある。

 按分は、追加的需要の受け皿となる「退院後の行き先」等について2018年４月
から2019年９月の国保データベース（KDB）を活用し、療養病棟（医療区分
１）から退院した患者について、退院後３、６、12か月の在宅医療の利用者数と
介護施設入居者数の比率を患者住所地別で集計し、行った。

 第２回地区保健医療福祉推進会議では、３か月、６か月、12か月の３パターンの
試算結果を提示し、協議した。この際の議論等を踏まえ、６か月データに基づく
按分案を採用し、在宅医療の整備目標に反映させることとしたい。
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これまでの協議等を踏まえ、追加的需要のうち在宅医療対応可能数の調整について
は、国保データベース（KDB）の６か月データに基づく按分案を採用することと
し、計画の整備目標に反映させる。



（参考）県西地域における按分試算結果
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 在宅医療・介護サービス対応部分の按分について、退院後６か月の数値を採用する。

合計 うち在宅医療 うち介護施設等
小田原市 203.61 83.68 119.94
南足柄市 48.94 20.11 28.83
中井町 13.17 5.41 7.76
大井町 20.11 8.27 11.85
松田町 14.76 6.07 8.69
山北町 12.35 5.07 7.27
開成町 18.95 7.79 11.16
箱根町 0.00 0.00 0.00
真鶴町 5.06 2.08 2.98
湯河原町 15.71 6.45 9.25

（単位：人／日）

令和５年
(2023
年)時点

在宅医療等対応可能数
退院後6か月

合計 うち在宅医療 うち介護施設等
小田原市 203.61 89.69 113.93
南足柄市 48.94 21.56 27.38
中井町 13.17 5.80 7.37
大井町 20.11 8.86 11.25
松田町 14.76 6.50 8.26
山北町 12.35 5.44 6.91
開成町 18.95 8.35 10.60
箱根町 0.00 0.00 0.00
真鶴町 5.06 2.23 2.83
湯河原町 15.71 6.92 8.79

合計 うち在宅医療 うち介護施設等
小田原市 203.61 94.53 109.08
南足柄市 48.94 22.72 26.22
中井町 13.17 6.12 7.06
大井町 20.11 9.34 10.77
松田町 14.76 6.85 7.91
山北町 12.35 5.73 6.61
開成町 18.95 8.80 10.15
箱根町 0.00 0.00 0.00
真鶴町 5.06 2.35 2.71
湯河原町 15.71 7.29 8.41

令和５年
(2023年)
時点

令和５年
(2023年)
時点

（単位：人／日）

退院後3か月
在宅医療等対応可能数

退院後12か月
在宅医療等対応可能数



今後について

 按分結果を踏まえて、「神奈川県保健医療計画」における在宅医療の整備目標、
「市町村介護保険事業計画」における介護サービス見込量及び介護施設等の整備
目標へそれぞれ反映させる。（※在宅医療の整備目標については、「参考資料〇
神奈川県保健医療計画改定案」120～121ページ参照）
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時期 項目

令和３年１～２月 第３回地域医療構想調整会議
（医療と介護の体制整備に係る協議の場）

令和３年２月 神奈川県保健医療計画推進会議
かながわ高齢者保健福祉計画評価・推進委員会

令和３年３月 神奈川県医療審議会、神奈川県社会福祉審議会
（改定計画の決定）

 スケジュール


